

























































































































































































































































































































































































































































１　深まる学びへ 「学びて時にこれを習ふ－ 『論語』 から」…学而時習之…、温故而知新…、学而
不思…、知之者…の 4 か所。
季節のしおり　夏 和歌と俳句。夏の夜は…（清原深養父）・滝落ちて…（水原秋桜子）・夏河を…（与
謝蕪村）。夏の季語「薄暑」「麦の秋」「風薫る」
季節のしおり　秋 和歌と俳句。月見れば…（大江千里）・心なき…（西行）・しづかなる…（加藤楸邨）。
秋の季語「星月夜」「野分」「紅葉狩り」
５　いにしえの心と語らう 「古今和歌集　仮名序」
「君待つと－万葉・古今・新古今」…万葉集　春過ぎて…（持統）・東の…（人麻呂）・
君待つと…（額田王）・天地の…（赤人）・田子の浦ゆ…（赤人）・憶良らは…（憶良）・
多摩川に…（東歌）・父母が…（防人歌）・春の園…（家持）。古今集　人はいさ…（貫
之）・秋来ぬと…（敏行）・思ひつつ…（小町）。新古今集　道の辺に…（西行）・
見わたせば…（定家）、玉の緒よ…（式子内親王）。
「夏草－ 『おくのほそ道』 から」松尾芭蕉…冒頭、平泉。
「古典を心の中に」（竹内正彦）…書き下ろし。古典を読むことの意味の説明文。
季節のしおり　冬　 和歌と俳句。駒とめて…（藤原定家）・あさぼらけ…（坂上是則）・去年今年…（高
浜虚子）。冬の季語「虎落笛」「山眠る」「小春日和」
資料 「古典芸能の世界－歌舞伎・浄瑠璃」…歌舞伎・浄瑠璃の歴史と解説・紹介。
「古典・近代文学の名作」…伊勢・初冠、土佐・冒頭、源氏・冒頭、更級・冒頭、
方丈記・冒頭、日本永代蔵・冒頭。
「日本文学の流れ」
「文語の活用　動詞・形容詞・形容動詞・助動詞」
光村図書『国語』（平成28年度用）伝統的な言語文化教材
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以上のように小学校国語科の伝統的な言語文化教材に比べれば圧倒的な質・量の差は顕著であ
ることがわかる。また、光村図書の中学校『国語』の教科書にある伝統的な言語文化教材のほ
とんどは、私が中学校で教育実習をした平成 9 年（1997）、さらに遡って中学生であった平成
元年～ 3 年（1989～1991）の間のものと変わりはないのである。他社の教科書においても同様
のことが考えられ、中学生に提供できる伝統的な言語文化教材としての内容的・時間的な制約
がある中で、オーソドックスな定番教材として、歴史的な価値をも有した教材になってしまっ
ているのである。それが、以下である。
上記の教材は古典教材の定番中の定番と呼ばれ、おそらく学習指導要領が教育課程の基準とし
て明確化された昭和33年度（1958）の改訂時の教科書、もしくはそれより以前の60年以上の長
きに渡って変えられることなく、中学校の古典教材として取り扱われてきたものである。また、
これらの教材は現行の高等学校国語科、特に『国語総合』古典分野の教材として学習するもの
でもある。さらに、現行の小学校国語科の教材としても重なっている教材でもある。そのため、
学習者は12年間の伝統的な言語文化教育の中で何度も同じ教材に出会ってしまっているのが現
状であり、大きな課題である。すなわち、国語科の伝統的な言語文化教育の12年間の中で、教
材が系統的に配置されたり、レベル別の展開が用意されたりしていないのである。
４、これからの小学校・中学校における伝統的な言語文化教材のあり方と教育実践
　第３節で指摘したように、学習者は12年間の国語科の伝統的な言語文化教育の中で何度も同
じ教材に出会い、教材が系統的に配置されたり、レベル別の展開が用意されたりしていない現
状と課題が存在した。このことについては、既に次のように先行研究で指摘されている。例え
ば、内藤（2012）は、小中高で重複する教材に対して、
　　 　系統性や連携を考えたとき、重複教材をいかに扱うかということが課題の一つである。
（中略）小学校で多様な作品に触れることや、その結果としての暗唱などが実現したとき、
１学年 ２学年 ３学年
『竹取物語』冒頭 『枕草子』第１段
『徒然草』序段
『万葉集』『古今和歌集』『新古今
和歌集』
故事成語　 『平家物語』冒頭 『おくのほそ道』冒頭、平泉
漢詩 『論語』
中学校の伝統的な言語文化の定番教材
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中学校の学習はこれまで以上に概要把握にとどまらない、一歩進んだ作品理解を求める意
見や方法の提案がなされよう。つまり、系統性のカギは中学段階にあると考える。上滑り
な活動を避け、また口語訳を到達点としないで、テキスト内容に取り組む学習をどのよう
にして実現するか、次はそのような提案に目を向けたい18）
とした。そして続けて、古文を素材としながら国語科の教育目標を実現する学習の一環と、古
典テキストと学習者を読解の過程で関わらせ、テーマや作品世界にこだわることの二つのベク
トルが必要であると指摘した。すなわち、中学校段階での伝統的な言語文化教育の系統性が重
要であると述べているのである。
　また、石塚（2018）は、
　　 　小・中・高を通して、伝統的な言語文化の全体にふれさせ親しませることこそ、まさに
系統性というべきであろう。俳句と短歌ばかりを反復するのではなく、和歌や川柳、とき
には地域の特色で民謡や謡曲にまで及んでもよいのではないだろうか。大切なのは学習者
の「個」に系統的に伝統的な言語文化が定着していくことであろう19）
と指摘している。「小・中・高を通して、伝統的な言語文化の全体にふれさせ親しませること
こそ、まさに系統性」であり、「大切なのは学習者の『個』に系統的に伝統的な言語文化が定
着していくこと」であるのである。学習者自身に系統性を意識させる教材の配置やカリキュラ
ムが必要であると強調している。
　さらに、渡辺（2018a）20）は、学習者が古典を創造的に読み、古典との間に価値ある関係性
を築いた時に学習者の中に価値あるものとして生きることになる「関係概念」としての古典観
を支持し、それに基づいた小・中・高の古典を読む技能の系統化試案を作成した。先述２人の
先行研究を具体化させたものだが、実際に作成された試案は系統化の難しさを改めて認識させ
たものであった。そして、最後に「先行の理論とともに、すぐれた実践に学ぶことの必要性が
実感された」と述懐している。やはり、伝統的な言語文化教育の系統化の成立は困難であるの
だろうか。
　しかし、それに対するヒントがないわけではない。『シリーズ国語授業づくり　中学校　古
典―言語文化に親しむ―』Ⅱ章　古典の授業づくりの基礎・基本　３．学習指導要領に関する
Q&A　Q 1「小・中・高等学校の系統とその扱い　小・中・高等学校と同じような教材を扱い
ますが、その系統の考え方と扱い方を教えてください。」には、次のような回答がある。
　　〇 中学校の指導者は、小学校で古典がどのように扱われてきたかをもっと知るべきです。
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（中略）
　　　 中学校の指導者は、小学校での学習内容と学習活動の基盤をよく理解し、生徒と共に学
習を振り返り、小学校の学習との接続を図るべきです。ときには、小学校での学習をも
う一度提示するなどの導入も考えられます21）
まずは、教育者・指導者・実践者である小・中・高の教員が自分の校種の教科書や教材を見る
だけではなく、他校種の教科書や教材、時には指導書までをも見て、系統性を意識することが
大切だと回答しているのである。
　結論として結局のところ、伝統的な言語文化教育の系統性は国語科の教員に大きく懸かって
いるのである。これは教材研究や授業実践を行う教員としては当然の矜持であるべきことかも
しれないが、しかし重要なことである。では、学習者の児童・生徒を古典に親しませる、親し
んでもらえるようにするためにはどのようにすれば良いのであろうか。実はその答えも中教審
答申の 6 点の枠組み22）に明記されているのである。それらはすなわち、
　　① 「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力）
　　②  「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と，教科等間・学校段階間のつながりを踏まえた教
育課程の編成）
　　③ 「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施，学習・指導の改善・充実）
　　④ 「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達を踏まえた指導）
　　⑤ 「何が身に付いたか」（学習評価の充実）
　　⑥ 「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策）
の６点である。この中でも②「何を学ぶか」、③「どのように学ぶか」が教育目標として教育
実践では重要になってくるであろう。そして、この上記６点の枠組みに基づいて新学習指導要
領が誕生しているのでもあった。だが、これまでの学校教育では②③と反対に「何を教えるの
か」、「何で教えるのか」といった教師の視点からの教育と教材提供が行われていた。また、特
に上級学年に上がれば上がるほその傾向は顕著である現状があったからである。これからは、
学習者である子どもたちが「何を、どのように学ぶか」がなお一層問われることになる。そして、
それが教育の眼目になるべきである。今後は、今まで以上にどの学校種においても国語科の教
員は我が国の言語文化教育に対する教育姿勢を問われることになるであろう。そして、さらに
この傾向はどの単元・事項においても確実に重視すべきことになるのである。その目的のため
の手引きとして、新学習指導要領の付録「教科の目標，各学年の目標及び内容の系統表（小・
中学校国語科）」「教科の目標，各学年の目標及び内容の系統表（高等学校国語科）」23）が参考
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になるのである。これは、現行の学習指導要領にも「学習の系統性の重視」は述べられてきた
が、新学習指導要領において一覧表の形式で簡易に見ることができるようになった。今後はま
すます系統性に関する議論や実践が活発になることを期待する。しかし、本来はこの表を眺め
見るだけでは何も変わらないのである。すなわち、教員の意識改革なくしては、新学習指導要
領の系統性はもとより、全面実施ならびに内容指導と普及は不可能であるのである。すなわち、
これまでの「何を、どのように教えるか」の教材中心の授業から、「何を、どのように学ぶか」
の学習方法中心・学習者主体の授業へと変革しなければならなくなったのである。
　最後に、伝統的な言語文化教育における系統化とは異なるが、赤木（2019）の実践報告を紹
介しておきたい。
　　 　本研究では、学習指導要領が求めている「古典への興味関心を高めて古典に親しみ、言
語文化のよさを感じ取る子どもの育成」について、一定の成果を挙げることができた。限
りある授業時数の中で「興味関心を高めて古典に親しむ」授業を行うには、子ども自身が
現代語訳をしたり、昔の人と自分のものの見方や感じ方を比べたりする活動を取り入れる
ことが有効であることも確認できた。少なくとも、繰り返し音読をさせて、きちんとした
目的意識のないままに暗唱させていくだけの授業からの脱却に向けて、一つの方策を示す
ことはできた。昔の人と自分の考えや考え方を比べるという学習活動に磨きがかかるよう
に、様々な方策を想定して研究を深めていきたい24）
これは、小学生段階から「古典に親しむ」授業の実践報告である。小学生でも教員が適切な助
言や補足をすれば、学習者自身が現代語訳し、昔の人との見方や感じ方の比較活動ができるの
である。これも新たな提言であろう。
５、おわりに
　前節で国語科の「教科の目標，各学年の目標及び内容の系統表」で確認したように、高校１
年生の時点で「古典の世界を理解する」ためには、逆算して小・中学校の国語科の我が国の言
語文化教育において何をなすべきかが明らかになったのではないだろうか。それは、やはり「古
典に親しむ」授業づくりであるのだ。そして、そのためには小・中・高等学校の12年間におい
て我が国の言語文化教育や古典教育においては先述したように、もっと明確で詳細な系統性が
必要になるのである。また、それは各学校・各教員によって個別に策定されなければならない
のである。
　本稿では、我が国の言語文化教育を新旧学習指導要領と対照させた結果、小学校段階では
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「触れる」レベルであったものが、「親しむ」「楽しむ」「理解する」レベルまで進展し、中学校
では 3 年間を通じて「古典の世界に親しむ」に統一され、小学校からの系統性を一貫させた内
容に改訂されていることを明らかにした。次に、光村図書の『2020年（新元号 2 年）度版　小
学校国語　編集の趣旨と特色』などの資料を参照した結果、我が国の言語文化教育教材は、現
行の教科書教材との大きな異同は見られないことを推察した。その理由は、平成20年版の学習
指導要領において、伝統的な言語文化教材が新たに小学校から始まり、ようやく定着してきた
ばかりで大きな改編ができなかった事情、中教審答申において「我が国の言語文化に親し」む
ことが継続されたこと、の 2 点である。そして、現行の中学校国語科教科書の分析から、9 年
間の伝統的な言語文化教育の中で定番教材が重複して学習されている現状と課題を突き止めた。
この解決には、中教審答申の 6 点の枠組みの②「何を学ぶか」、③「どのように学ぶか」の観
点が有効である。さらに、教員の教材中心の授業から学習方法中心の授業へと意識改革するこ
とが最重要であると指摘した。最後に、「古典に親しむ」授業づくりのためには小・中・高等
学校の12年間において、より系統的な教材の配置と指導が必要であり、またそれは各学校・各
教員によって個々に策定する必要があることを提言した。
　平成20年告示の学習指導要領で初めて伝統的な言語文化が小学校課程に本格的に導入され、
平成23年度の全面実施から 7 年以上が経過した。これが伝統的な言語文化教育のスタートとす
るならば、平成29年告示・令和 2 年全面実施の我が国の言語文化教育はさらに一歩進んだもの
になることを期待している。我が国の言語文化教育について、これからの教育状況や教育実践、
教科書・教材等について今後もしっかりと注視していきたい。
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